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被災された方に心から
お見舞い申し上げます．

1

斜面崩壊は宮城県南部に多発

地理院地図 2



斜面崩壊の分布（地理院地図）

丸森

五福⾕川

廻倉地区
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国⼟交通省 ⽔管理・国
⼟保全局砂防部

http://www.mlit.go.jp/river/
sabo//jirei/r1dosha/r1typho
on19_gaiyou191105.pdf

24時間雨量およ
そ400㎜以上の範
囲で崩壊が多発
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斜面崩壊は花崗岩地域に多発 凡例
ピンク：花崗岩
⻘：⽞武岩

廻倉地区

五福⾕川
地区
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国⼟交通省 ⽔管理・国
⼟保全局砂防部
http://www.mlit.go.jp/river/
sabo//jirei/r1dosha/r1typho
on19_gaiyou191105.pdf 6



廻倉地区

発⽣：10⽉12⽇午後10：30？
3名死亡，1名不明 7

斜面崩壊・土石流と地質
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⽞武岩（Basalt)

花崗岩（Granite)

⽞武岩
(Basalt)

花崗岩
（Granite)

崩壊の多くは花崗岩分布斜⾯に発⽣
⽞武岩斜⾯には限定的 被災家屋

被災家屋
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花崗岩斜⾯の崩壊は
⽩味を帯び，コアス
トンを含む

⽞武岩斜⾯の崩壊は
⾚みを帯びる
（鉄に富む⾵化物）
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被災家屋

⾕壁斜⾯も崩
壊して⼟⽯の
量を増加
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崩壊・土石流の断面と崩壊源の断面

黒土の下の岩盤割れ目から湧水
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コアストン間の隙間および岩盤割れ目からの湧水が崩壊の原因

崩壊源最上部

崩壊源最上部

崩壊源東側

堆積域 12



近傍の崩壊はいずれもマサとコアストンの崩壊
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玄武岩の崩壊

著しく⾵化して粘⼟質．相対的
に⼩規模で到達距離も短い 14



玄武岩

花崗岩
花崗岩（白亜紀）

玄武岩溶岩（中新世）

⽞武岩溶岩にマサが巻き込ま
れているので，マサとコアス
トンの形成は⽞武岩の噴出前

玄武岩と花崗岩の境界
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五福谷川地区
凡例
ピンク：花崗岩
⻘：⽞武岩

五福⾕川
地区
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大量の土砂が流出・堆積
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五福谷川に見られた
崩壊の典型例

薄く割れた花崗岩の上の⼟層が崩壊．
⼤岩塊は少なく，コアストンを⽋く．

マイクロシーティング
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シーティング

土層

マイクロシーティング

薄く割れた花崗岩表層部
にできた土層が崩壊 19

まとめ

• 24時間雨量400m以上の地域の花崗岩地域で斜面崩壊・
土石流が多発した（特に廻倉地区と五福谷川地区）

• 廻倉地区と五福谷川地区とで花崗岩の崩壊の様式が異
なる．

• 廻倉地区では，コアストンとの周囲のマサが崩壊．崩
壊土砂には差し渡し数m大のコアストンが含まれ，これ
が破壊力を増した．

• 五福谷川地区の崩壊の主要タイプは，マイクロシー
ティングによって薄く割れた花崗岩表層部の土層の崩
壊である可能性が高い．

• 風化様式によって崩壊土石の挙動や破壊力が異なると
思われる．
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まとめ（続き）

•廻倉地区の崩壊・土石流は，次のものに類似
• 2017年西日本豪雨時の広島県の熊野町，安芸区矢野
東で発生したもの

•五福谷川地区で発生した崩壊・土石流は，次の
ものに類似
• 1999年広島豪雨災害時に発生したもの

• 2002年台風ルーサによって韓国の広陵に発生したも
の
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2018年西日本豪雨災害時の崩壊の模式図
（広島県 矢野東，熊野町川角）

⽯ 柱

コアストン
マサ
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2017年九州北部災害時の花崗閃緑岩の崩壊模式図

表層崩壊
（土層とコ
アストン）

深い崩壊
（マサ）

球状風化でできた
コアストン

コアストンも消失
した脆弱なマサ

類似現象の起こった災害：1967⽻越豪⾬災害
昭和42年度⽂部省科学研究費特定研究（災害科学）「昭和42年8⽉⽻越⽔害の総合的研
究（研究代表者岩崎敏夫）」265p．
昭和42年度⽂部省科学研究費特定研究（特定研究）「⽻越豪⾬（昭和42.8.28）による崩
災の調査とその防災研究（研究代表者⻄⽥彰⼀）」84p
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2014年広島
（安佐南区）

崩壊は主にマイクロシーティング
の領域で発生

土石流は下位のシーティングの領域を通過
大岩塊を巻き込んだ

1999年広島

崩壊・土石流は
主にマイクロシーティング

の領域で発生

大岩塊は少なかった

マイクロシーティングの発達した花崗岩類の崩壊模式図

2014年南木曽

最上部の崩壊の有無は不明

土石流はシーティングの領域を
通過して

大岩塊を巻き込んだ

崩壊・土石流は，
どのような風化帯の領域で生じるかによって，様相を変える
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花崗岩地域の豪雨災害と風化形態

千⽊良雅弘. 2002. 群
発する崩壊−花崗
岩と⽕砕流−. 近未
来社, 名古屋.

千木良（2002）に加筆．
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